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表1 算数嫌いの子どもの率。) 表2 各領域の問題の通過率
“
)
調査年  1年 2年 3年 4年 5年 6年 領 域 5年 6年
1976年  *  25% 19% 21% 22% 21%
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たりし, 自ら選択判断しながら,追究する思考過程をふむことである。そのような思考過程を重
視する学習過程によって,子ども自身の学習になるのである。





























Ⅳ これか らの計算指導 をめ ざ して 一計算指導における改善と充実―
本章では,皿で考察した計算指導の見直しの視点に基づき,とりわけ皿.4の授業改造の3視点
を中心として,これからの計算指導のあり方について論ずる。

























(例) 3年 かけ算 (2位数)× (2位数)




































































=0。1×12    1
。(0.3×10)×4■10=3×4■101
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2×3 l o2 1 32 1 32 1(10×3×3)
30×3
32×3
l  ①① ③③ ①①  l
l  ⑩③ ⑩⑩ ⑩③  l
l  ⑩ ⑩ ⑩   l











まい0  1  2  3
0    32    64    96
(30+30+30)十(2+2+2)






















































































□ 囲 32    32×  3      × 390     6
6          9
96    15
(統一へ)(誤り追究 )
筆算形式
32   32
×  3   ×  3





















































4×3として, 4+4+4を表す。……… (ア)つまり, aの大きさのものがp個ある場合, a×
pと表し,その意味は, a tt a+……+a(p個たす)という累加の考えで乗法をとらえている。
また,測定の考えと乗法を乗数に比例した大きさを求めるものとして,意味づける考えを基盤と
したもので,連続量を念頭におきながら,操作的な取り扱いも考慮されている。例えば, 1まい4
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《 指 導 の 流 れ 》
<問題提示>
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[例] 2年 かけ算 6のだん
みかんを6つ入れた皿を3皿ではいくらかという問題は,具体的な操作では,
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ア かけ算で Oを使うと, 6こずつ応ゝえることがわかる。
イ かけ算で,かける数とかけられる数を逆にしても,同じであることがわかった。
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